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発刊にあたって 

 
近年の栄養学や医学など生命科学の進展に伴い、食品の機能性と安全性に関する知見が

集積されつつあり、これらの知見を基に開発された食品を摂取することが、国民の健康保

持増進に寄与すると期待されている。 

我が国は、国民の健康に資する食品に関して、厚生労働省が特定保健用食品と栄養機能

食品を 2本柱とする保健機能食品を世界に先駆けて制度化してきたが、今後高齢化が一層

進展していく中で、最新の科学的知見に基づき、国民の健康ニーズに対応した製品づくり

を計画的に進めていくためには、食品機能と健康に関するビジョンを再構築する必要があ

ると考えられる。 
海外では、米国のダイエタリーサプリメント、中国の保健食品、韓国の健康機能食品な

どの制度化と市場の拡大に加えて、欧州連合では栄養・健康表示法が一昨年施行され、食

品の健康表示の評価と許可が進んでいる。制度化に合わせて、食品機能の有効性評価法の

開発が進んでおり、また、ニュートリゲノミクスや分子イメージングなどの大型の新規プ

ロジェクトも活発化している。国際的に食品の健康機能の制度のハーモナイゼーションと

科学的な実証方法の研究が進み、健康寿命の伸長につながる食品が広く活用されることに

なれば、この分野の国際的な市場の拡大も期待される。 
これらのことを踏まえて、「財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会」において、国

民の健康保持増進に寄与する機能性を備えた食品づくりをどのように進めていくかについ

て、この分野での産業の展望、研究開発における国家プロジェクトの提案など、中長期的

なビジョンの検討を行う目的で、「食品機能と健康ビジョン研究会」を発足させ、検討を

重ねてきた。 

その一環として、関連業界の方々の意見を伺い、この分野のビジョンを作り上げる基礎

としたいと考え、関連事項について網羅的なアンケート調査を実施した。本報告書はその

成果をまとめたものであり、今後、行政における保健機能食品の制度の見直し、健康食品

の機能性と安全性の科学的検証の進め方、関連する国家プロジェクトのあり方を検討して

ゆくなど、食品機能と健康に関するビジョンを再構築する基礎的な資料として参考となれ

ば幸いである。 
なお、このアンケートは、財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会の主催する「健康

食品フォーラム」へご参加いただいた企業及び、財団法人 日本健康・栄養食品協会の会員

企業を中心に送付し回答を得ている。ここに調査にご協力を頂きました皆様に厚く御礼申

し上げる次第である。 

平成 21 年 11 月 
名古屋文理大学健康生活学部 教授 

食品機能と健康ビジョン研究会 座長 
清水俊雄
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調査研究体制 
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